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Cefmenoxime (SCE-1365)に 関 す る 臨 床 的 検 討

柴 田 弘 俊 ・正 岡 徹

大阪府立成人病 センター内科

新 しい合 成 セ フ ァ ロス ポ リンCefmenoxime (CMX, SCE-1365)を 用 いて,主 と して血 液疾患に

合 併 した重 症 感 染症10例 に つ い て臨 床 的 検 討 を行 った 。

Cefmenoximeの1日 投 与 量 は3～6gで,著 効2例,有 効2例,無 効6例 で,有 効 率40%で あ

った。 無 効 例 で はPseudomonas aeruginosa検 出 例 が 多か った 。 なお,本 剤 に よ る と思 われ る副

作 用 は認 め られ なか った 。

は じ め に

Cefmenoxime (CMX, SCE-1365)は 武 田薬 品 中 央研

究所 に おい て,Cefotiam (CTM)に つ い で,よ り 強 い

β-lactamase抵 抗 性 を有 し,抗 菌 ス ペ ク トラム の拡 大 し

た合 成 セ フ ァ ロス ポ リ ンと して 開 発 さ れ た 。 そ の 特 長

は,抗 菌 力 と して は グ ラ ム陽 性 菌 のStrePtococcus Pyo-

genes, StrePtococcus Pneumoniaeに 対 して はCefazolin

よ り著 し く強 く,グ ラ ム陰 性 菌 で は,HaemoPhilus in-

fluenzae, Citrobacter freundii, Enterobacter cloacae,

Indole陽 性Proteus, Serratia marcescensに まで ス ペ ク

トラムが 拡大 して い る。 そ の作 用 様 式 は殺 菌 的 で あ り,

溶 菌 性 を示 す1)。 注 射 に よ り速 や か に高 い 血 中濃 度 が得

られ,生 体 内 で はほ とん ど代 謝 され るこ と な く,主 と し

て尿 中 に 排泄 され る。 ま た肝 ・腎 へ の移 行 が よ く,高 い

胆 汁 中 ・尿 中濃 度 が 得 られ る2)。

わ れ わ れ は本 剤 を用 いて,10例 の主 と して 血液 疾 患 に

合 併 した重 症 感 染 を治 療 した の で,そ の結 果 に つ いて 報

告 す る。

対 象 及 び 方 法

対 象 は血 液疾 患 の治 療 中 に合 併 した 重症 感 染 症9例 お

よ び 胃癌 術後 に合 併 した胆 管 炎1例 の 計10例 であ る。起

炎 菌 お よ び 起 炎菌 と 想 定 さ れ た もの は,Pseudomonas

aeruginosa, Escherichia coli, Klebsiella, Acinetobacter

な どで あ ったが,不 明 の も のが 多 く,明 確 な感 染 巣 を証

明 し得 な い もの が 多 か った。

投 与 方 法 は す べ て点 滴 静 注 と し,投 与 時 間 は1～2時

間 と した。1回 投与 量 は1gま た は2gを 用 い,投 与

間 隔 は8時 間 ま た は12時 間 で あ った。

臨 床 効 果

10例 の 感染 症 のCMXに よる治療 効果 は,著 効2例 ,

有 効2例,無 効6例 で あ った(Table 1)。 有効例につい

て の経 過 の 概要 を 述 べ る。

症 例1 (Fig.1)30歳 男 性,ホ ヂキ ン病 外来通院に

てVENPな ど の加療 を うけ てい た ところ,悪 感を伴っ

た発 熱 を み た。

ま た胸 部 レ線 上 異常 陰 影 もあ り,肝 機 能 障 害(T.B

2.6,GOT 526, GPT 678, Al-P 327, LDH 804)も

み られ た。 入 院 後Amikacin (AMK) 600mg/日 の投与

Fig.1 33y, m.

Hodgikin disease



VOL.295-1  CHEMOT HERAPY  509

Table 1 Clinical result of CMX treatment

を3日 間行 ったが 解 熱 が み られ な か った た め,CMX4

9/日 の投与 にき り換 えた と ころ,2日 目に 平 熱 に 復 し

た。起炎菌の検索 と して は,血 液 培養,喀 疾 培 養 を 頻 回

行 ったが,い ずれ も陰 性 で あ った。 糞 よ りは大 量 のE.

coli,Klebsiellaを 検 出 した。

症例2 (Fig.2)73歳 男 性,胃 癌 手 術(残 胃1/5)後,

感染 予防 の 目 的 で,Cephalothin(CET), Gentamicin

(GM)を 投与 して いた が,術 後 よ り輸 出脚 が ほ とん ど通

過せず,輸 入脚 に胆汁,食 物 残 渣 が うつ滞 し逆 行 性胆 管

炎によると思わ れ る発 熱 が み られ た 。 胃 チ ュ ー ブ挿入 と

ともにCMXの 投 与 を 行 った とこ ろ,翌 日 よ り 解 熱 が

みられた。起 炎菌 の検 出 は 出来 て い な いが,著 効 例 と考

えられる。

症例3 32歳 男 性,急 性骨 髄 性 白 血病 の寛 解 導 入 療 法

中の好中球 の極度 に減 少 した時 期 に,38℃ の発 熱 が み ら

れた。起炎 菌 は 不 明 で あ るが,口 腔 内 よ り α-Strepto-

coccusを 大量 に検出 した。CMX4g/日 投 与
,6日 目よ

り解熱 がみられ有効 と考 え られ た。 本例 に お いて,本 剤

投与後GOT,GPTの 上 昇 がみ られ た が,ダ ウ ノマ ィ シ

ン,キ ロサイ ドの投 与 も同時 に行 わ れ て お り
,肝 障 害 と

本剤 との関係 は明 らか で は ない 。

Fig. 2 73y, m.

Gastric cancer

Postoperative cholangitis

臨床検査成績および副作用

対象疾患が主と して造血器腫瘍であ るため,あ らか じ
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Fig. 3 Change of the laboratory finding regarding hepatic function

めまたは同時に基礎疾患に対 する治療 として,抗 白血病

剤 ・抗腫瘍剤が 投与 されて いるため,な かにはGOT,

GPT,A1-P,LDHが 高値を示 してい たものが あったが,

治療後 に異常高値を示 したものは1例 のみであった。 こ

れは症例3に おいてみ られ,前 述 したよ うに,同 時にダ

ウノマイ シン ・キ ロサイ ドが投与 されてお り,本 剤 との

因果 関係 は明確 ではない(Fig.3)。 腎機能 検 査 におい

て も著 しい変化 を認めたものはなか った。 また発疹 など

のア レルギ ー症状を呈 したものもなか った。

考 按

CMXは 従来のセ ファロスポ リン系薬剤 よりグラム陰

性菌に対 して,よ り強力な抗菌力を有す る成績が得 られ

てい る。その上安全性の面で もす ぐれ,肝 毒性,腎 毒性

も従来のセ ファロスポ リンと大 差な く,さ らに大量投与

も可能 と考え られ,今 後の治療 効果が期待 される。

今回のわれわれの治療成績は,基 礎疾患 として悪性腫

瘍を 有す る患者 の重症感染10例 に 対 して,本 剤を使用

し,著 効2例,有 効2例,無 効6例 の成績を得た。有効

率は40%で あ ったが 無効例の 多 くはP.aeruginosaが

起炎菌 と想定 されたもので,こ の点で,血 液疾患の感染

症治療の困難 さが示 されているものと考えられる。本剤

によると考え られる副作用 は認めなかった。
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CLINICAL EVALUATION OF CEFMENOXIME (SCE-1365)

HIROTOSHI SHIBATA and TORU MASAOKA
Department of Internal Medicine, The Center for Adult Diseases in Osaka

Cefmenoxime (CMX, SCE-1365), a new semisynthetic cephalosporin, was administered mainly to 10 severe
infectious cases suffering from malignant neoplasms of the hematopoitic organs and its clinical usefulness
was evaluated.

Daily dose of cefmenoxime was 3 to 6 grams and 2 cases responded excellently, 2 cases effectively and 6
cases poorly to cefmenoxime treatment showing 40% of clinical effectiveness rate. In most poor efficacy
cases, Pseudomonas aeruginosa was isolated.
Side effect consiered to be caused by the administration of cefmenoxime was not noticed.


